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図37　シミュレーション結果
最後にこれまでの磁気回路法の解析事例をいく
つか紹介します。図38は表面磁石型モータの計算
例です。これも波形レベルで非常によく一致して
いると言えます。図39は、₃次元的な形状を持っ
たクローティースモータを磁気回路法で解析した
例です。₃次元構造のモータを有限要素法で解析
すると計算だけで数日かかることもありますが、
磁気回路法を使うと数時間ぐらいで計算できま
す。
図38　表面磁石形モータの解析
図39　₃次元モータ（クローティースモータ）の
解析
磁気回路法を拡張すれば、磁束の計算だけでは
なく磁石のうず電流も解析できます。回転子磁石
のうず電流解析は、有限要素法では計算時間のか
かる問題として知られていますが、図40のように、
磁束分布を計算する磁気回路網とうず電流を計算
する電気回路網に分けてモデルを構築し、これら
を連携させることによって比較的短時間で計算す
る手法を提案しました。
磁気回路法の特徴をまとめますと、簡便なモデ
ルで精度が良い解が得られること、電気回路や電
子回路、さらに熱等価回路との連成解析が容易な
こと、電源や負荷投入時などの過渡解析が可能な
こと、計算時間が短いこと（有限要素法の1/50 〜
1/100程度）、非線形磁気特性や鉄損を考慮しやす
いこと、モータ内部の物理的なイメージが把握し
やすいことなどが挙げられます。もちろんこれで
完成された解析法というわけではなく、今後も修
正や改良を加えて、より強力な解析ツールにして
いきたいと思っています。
図40　電気磁気回路網による磁石うず電流の計算
本日は電力磁気応用について話をさせていただ
きました。磁気の特質はエネルギー変換効率が非
常に高いことと大電力の電気的な絶縁が容易とい
うことです。これはシステムの機能と信頼性を高
めるうえで非常に大切な性質です。また、最近ワ
イヤレス給電が活発化していますが、非接触にエ
ネルギーが伝送できることも磁気の大きな特徴で
す。最近は新しい磁性材料が開発され、鉄心の加
工技術も進んでいます。電力磁気応用の分野でも
新たな展開が期待されます。
最後に研究を支えて発展させてくれたスタッフ
とアクティブに研究に取り組んだ学生諸君に感謝
します。また、企業との共同研究では特に物づく
りという面で非常にお世話になりました。心より
感謝申し上げまして私の最終講義を終わらせてい
ただきます。
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